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2016～2017年度国際会長テーマ

「次なる山を目指して」

『未来を拓く創造と奉仕の息吹を』

ライオンズクラブ国際協会331-Ｃ地区

室蘭キャビネット事務局
〒050-0083 室蘭市東町 3 丁目 1 番 21 号
TEL （0143）83-6531　FAX （0143）83-6533
E-mail：m-cab.331-c@yellow.plala.or.jp

ライオンズクラブ国際協会　331-C 地区会報

331-Ｃ地区ガバナースローガン

日本七大工場夜景の１つである室蘭工場夜景。
北海道を代表する重化学工業・港湾都市であり、雄大な自然の景勝地が数多
く存在する室蘭。港の周囲には鉄鋼業をはじめとする大きな工場が林立し「も
のづくりのまち」ならではの夜景を織りなしています。
白鳥大橋は平成 20 年 11 月に日本夜景遺産に認定されました。

室蘭夜景（鍋島山からの夜景）

イタンキ浜



2 LIONS CLUBS INTERNATIONAL DISTRICT 331-C 2016-2017 JAPAN

ガバナー基本方針

２０１６年～２０１７年 地区ガバナー基本方針

１９１７年メルビン・ジョーンズの呼びかけによるライオンズ
クラブの創立以来、１００年を迎える節目のときに立ち会える
喜びを持って、次の分野で奉仕事業を展開したい。

①　青少年の健全育成
②　視力保護の贈り物
③　環境保全と美化
④　食料支援

　会員の脱落を防止し、新会員を獲得して組織の拡大と強化
に努めたい

１００周年記念奉仕チャレンジ

会員維持増強

1

2

　1980年331-Ｃ地区誕生の時は49クラブ、2,610名スタートと有り36年のＣ地区の
歴史の中で、現在は2,000名（正会員1,600名）で有ります。経済情勢・地域の人口減
少と言う様々な事情が有ると思いますが、今期も皆様の御努力で会員の増強をお願い申
し上げます
　会員増強はライオンズクラブの大きな課題で有りましょう。より多くの会員で活発な
奉仕活動を展開仕様では有りませんか。
　又　クラブに入会され多くのメンバーと相語り同じ目的をもたれた会員の退会は決し
て許される事なく相互理解の精神で退会防止の程宜しくお願い申し上げます。

　191７年メルビン・ジョーンズがライオンズクラブ創立以来、100年を迎えこの節
目に立ち会える事は私共にとって非常に喜びと思います。
　2014年から201７年迄に、１億人に奉仕と言う事で『環境・食料・青少年・視力・
会員増強』５つの奉仕事業に、更なる共感、共鳴を頂き今期もＭｙ　 ＬＣＩに報告お願い
致します。
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THE LIONS地区ガバナースローガン・シンボルマーク

２０１６年～２０１７年 地区ガバナースローガン

①　今期も１人２０ドルの寄付をお願いしたい。
②　�メルビン・ジョーンズフェロー（MJF）１０００ドル寄付

を奨励したい。

LCIFへの寄付3

２０１6年～２０１７年　室蘭キャビネットシンボルマーク

ライオンズクラブ創立100周年を迎えるライオン140万人が
人道的な奉仕に向けた架け橋を基本として、その架け橋の
象徴となる白鳥大橋をモチーフした室蘭のＭと本所のＨ
をシンボライズし、廻りをムロランの「ロ」を 6 個で囲み
ました。

『未来を拓く創造と奉仕の息吹を』
ライオンズクラブ創立100年を迎え輝かしい未来を拓く（開拓）、
創造（力）と奉仕（心）の息吹を（活気）としました。

　ＬＣＩＦを御理解頂き、今期も１人20ドルの拠出金、お願い申し上げます
　更にはメルビン・ジョーンズフェロー（ＭＪＦ）1,000ドル拠出金、重ねてお願い致
します。
　ＬＦＩＦに付いては「ライオン誌」をお読み頂きたいと思います
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地区ガバナー就任ごあいさつ

　福岡国際大会で、３３１－Ｃ地区３7代ガバナーに就任致しました。
　第 ３ Ｒ・ ２ Ｚ　室蘭東ライオンズクラブ所属Ｌ本所光男です。
　３３１－Ｃ地区内の皆様には、ライオニズム達成を目標にしながら友愛・相互理解・寛容
の精神での、ご協力、ご指導を、まずは冒頭にお願い申し上げる次第です。
　３３１－Ｃ地区誕生から３7年の歳月の迎え、49クラブ、2,610名でのスタートからの会員の
動向も１9８4年には3,000名を超える時もありましたが、現在は約2,000名で推移しておりま
す。

就任のごあいさつ

ライオンズクラブ国際協会
　　３３１-Ｃ地区ガバナー

　本　所　光　男（室蘭東ＬＣ）
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THE LIONS

　経済情勢、地域の人口減少と言うような様々の事情があるとはいえ、これ以上の減少は
何としても、避けたいものと考えます。
　スローガン『未来を拓く創造と奉仕の息吹を』については、私の思い既にガバナーエレ
クト時お伝えしてありますが、ライオンズ創立１00年の記念すべき年にあたり、さらなる
１0１年をスタートとする為に、未来を拓く、発想から実現迄創り上げる、クリエーション（創
造）ボランティアの為、生き生きとした、春の息吹の様に気持ちの込もる奉仕の実現、ラ
イオニズムの達成に向かって行こうではありませんか。
　国際協会の １ 番の目標の『会員増強・会員維持』に付きましては、地区内メンバー一人
一人のご協力を、心からお願い申し上げ地区ガバナーの就任の挨拶とさせて頂きます。
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　国際大会開会直前に地区ガバナーエレクトセミナーが福岡国際センター及びサンパレスを会場に行
われました。
　 ３ 日間のセミナーは、全体セッションと国際協会公式言語ごとにクラス分けし、グループ・ワーク
ショップで構成され日本の３３人の地区ガバナー就任を前にした最後の研修に臨みました。
　グループ・ワークショップでは、世界共通のマニュアルに従って地区運営や地区リーダーとしての
技能を学習しました。
　最終日のガバナーエレクトセミナーは、次期国際会長方針・地区運営を学ぶと共に国内外の仲間か
ら多くの刺激を受けてのセミナー終了となりました。

　１4年ぶりの日本開催となり、ハワイホノルル国際大会で就任された山田實紘国際会長の年度を締め
くくる歴史的なビックイベントとなりました。
　開会式終了後には、福岡市街の上空を航空自衛隊ブルーインパルスが会場の上空を飛行し、大会の
シンボルマークを梅雨の合間の青空に綺麗に描きました。
　大会期間中、約１２0の国と地域から ３ 万8,000人のライオンたちが福岡市に集まり、大会のオープニ
ングは 6 月２5日インターナショナルパレード。各地域のメンバー約 １ 万2,000人が行進し、またその
日の夜、福岡ヤフオクドームでインターナショナル・ショーが行われ、DRUM TAOが迫力満点の和
太鼓の響きに合わせて踊る姿が会場の皆様を大いに沸かせました。
　その後は、谷村新司さんが登場してアリス時代の曲など披露していただき、会場の全世界のメンバー
を魅了しました。
　寛仁親王妃信子殿下、高島宗一郎福岡市長、小川洋福岡県知事がそれぞれ祝辞を述べ、基調講演で
はインドの人権活動家２0１4年ノーベル平和賞受賞したカイラーシュ・サティヤールティー氏の基調講
演が行われました。
　山田会長の退任の挨拶では、災害や難民に対するＬＣの取り組みの紹介や、ＬＣＩフォワードなど
についても述べられました。
　その後は、地元福岡にある社会福祉法人JOY明日への息吹が運営しますミュージックアンサンブル
が登場し、障がい者の奏でる音が会場を温かく包み込みました。

　 6 月２８日の国際大会の閉会式では、ライオンズクラブ第１00代国際会長にボブ・コーリュー氏が就

第９９回　福岡国際大会

ライオンズクラブ国際協会　３３１-Ｃ地区

地区ガバナー　本　所　光　男

第99回　福岡国際大会

　－第99回国際大会ガバナーエレクトセミナー報告　 6月22日～24日（福岡市）－

　－第99回国際大会開会　 6 月24日～28日（福岡市）－
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任いたしました。
　１00周年を迎える今年度の国際会長のテーマ「次なる山を目指して」の就任の挨拶が行われ、ライ
オンズクラブ１00周年のカウントダウンを実施し、ボブ・コーリュー新国際会長の声と共にスクリー
ンに映し出された「１00」の文字に大きな拍手が巻き起こりました。
　１00周年を記念されるコインのデザインも発表され記念すべき年を迎える高揚感と、その月の重み
を感じる閉会式となりました。
　最後には、いよいよ全世界のガバナーエレクトがガバナーになる瞬間、メンバー一同が会場内にて
その瞬間立会いました。

　１00年前にシカゴで誕生したライオンズは、全世界に会員をもつ世界最大の奉仕団体となりました。
しかしながら創設された時と今日では、社会は全く違った様相を呈しています。
　奉仕のニーズも変化し、多様化しております。
　その国々、地域によって何が必要なのか今一度初心に戻り考え直す時期ではないでしょうか？　そ
の中でも絶対に変わらないもの、変えられないものがあります。
　それは人道的奉仕であります。人道的奉仕の精神は自分の幸せだけでなく、人の幸せを自分のもの
と感じる心であります。人々に明るい希望を与えることにこれからも私たちはどう考え・どう行動す
るのか。
　奉仕の歴史と伝統を守り更にその輪を広げていけるようこれからも努力してまいります。

　－100周年を迎え更なる発展に向けて－
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　まずは前年度一年間メンバーには大変お世話
になり、御礼申し上げます。
　さて、今期は本所光男ガバナーのもと、新生
キャビネットが躍動しながらスタートしたこと
でしょう。私も同じにその思いをキャビネット
役員に伝達したことを思い出しております。
　今年１00年の節目を迎えるライオンズクラブ
が新しい出発をするためには、どうしても革新
が不可欠であります。孔子の教えの“温故知新”
で正にライオンズの歴史を変えていかなければ
なりません。
　本所ガバナーのために、一年間の実践を糧に
微力ながら協力していこうと考えております。

　第6２回地区年次大会が小樽キャビネット佐々
木ガバナーの元、盛大に開催されました事に衷
心よりお慶びを申し上げます。
　その年次大会におきまして多くの皆様の暖か
い友情を頂き、第二副地区に推挙いただきまし
た。代議員の皆様、各クラブの皆様に感謝申し
上げますと共に身の引き締まる思いで御座いま
す。地区ガバナー本所光男ライオンのスローガ
ンは「未来を拓く創造と奉仕の息吹を」で御座
います。私の使命は地区ガバナー本所光男ライ
オンの心にそって誠心誠意サポートする事だと
思って居ります。地区内各クラブの皆様のお力

をおかりしながら微力ながら一生懸命精進する
所存で御座います。
　これからの一年間御指導賜りますようにお願
い申し上げます。

　前ガバナーＬ佐々木忠康ＣＡＢで、名誉顧問
会議長を務めさせていただきました。先輩元ガ
バナーのご支援で １ 年間何とか無事、執行責任
を果たす事が出来ました事に対して御礼申し上
げます。
　今度はＬ本所光男ガバナー率いる室蘭ＣＡＢ
で、当該委員会の委員長を仰せつかりました。
この委員会は比較的単年度で結果を出す事が難
しい課題を、中長期的展望にわたって問題解決
する方向性を「指南する」、ガバナーからの問
題提起を「諮問する」事がミッションだと思い
ます。
　当委員会は地区名誉顧問会同様、地区会則上
の「特別委員会」でありキャビネット会議の運
営に際して、様々な観点から調査研究した事案
を参考意見として提言するもので、各委員の意
見を出来る限り公平な立場でヒアリングして運
営する所存です。 １ 年間ライオンズメンバー各
位のご指導ご鞭撻をお願いいたします。

　この度キャビネット幹事を仰せつかりました。

前地区ガバナー
Ｌ佐々木　忠　康
（小樽ＬＣ）

第二副地区ガバナー
Ｌ石　丸　保　志
（苫小牧ハスカップＬＣ）

役員就任のご挨拶

長期リサーチ委員会委員長
Ｌ松　浦　則　雄
（函館北斗ＬＣ）

キャビネット幹事
Ｌ藤　井　幹　久
（室蘭東ＬＣ）

役員就任ごあいさつ
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本所キャビネットを支える一員として懸命に務
めさせて頂きますので皆様のお力添えをお願い
申し上げます
　いつからこんなにライオンズにのめり込んで
しまったか思い返しております
　クラブ幹事も、会長も遅咲きで有った私がＵ
ライオンの指名によりゾーン委員を担当し、翌
年黒松内ＣＡＢにおいてＺＣを拝命、前年とは
全く違うそのＺＣの進化に戸惑いを覚えながら
次第にマジックにかかっていきました
　 ３ ・１１東日本震災を福島で遭遇、ホテルから
避難所へ・ ・ご飯も飲み水も無い状態で有り、
帰蘭後飲料水を送ろうとしましたが、個人の力
ではどうする事も出来ませんでした。しかしそ
の数日後黒松内ＣＡＢとアカデミー委員会で飲
料水とカロリーメイトを現地付近のＬＣの協力
を得ながら直接トラックで届ける事が出来まし
た
　これが一人で出来ない事をみんなの力で「Ｗe 
Serve」の原点だと確信をし、奉仕させて頂い
ております。
　幹事としては「ひらがな」の状態ですが早く
「漢字」変換をこなし、皆様をお手伝いする「幹
事」に成れるように頑張ります

　今年度、本所キャビネット会計に任命されま
した、室蘭東ＬＣのＬ半崎です。私自身 ２ 度目
の会計ですが、 １ 度目は 5 年前の中島辛キャビ
ネットの時です。当時より会員数も大きく減り、
キャビネットの運営も大変のようです。又、ラ
イオンズの活動は年々活発化していると思いま
す。会計として、会員皆様からお預かりした活
動資金は、適正かつ、有効に、無駄のないよう

管理する所存であります。
　一年間宜しくお願い致します。

　今年度から地区ＧＭＴコーディネーターを拝
命致しましたＬ渡部義男です、よろしくお願い
します。
　長年活動をして来たＬ坂本誠一より引き継ぎ
一生懸命勉強して各クラブの役になればと思っ
ています。本年度は前年に引き続きリジョン
チェアパーソンを置かない事になり各クラブ会
長さんと直接連絡を取ることが有りますよろし
くお願いします。
　前国際会長が提唱した “My Family My Club”
（家族で会員倍増）が今年度も引き続き行われ
ます、会員増強は、永遠のテーマと考えています。
　 6 月２0日現在の会員数１965人（内家族会員数
３4１人） 4 月では一時２0２5人と成りましたが、
ちょっと残念です。入会２１１人・退会１99人と結
果が出ています。（平成２８年 6 月２0日現在）も
う少しどうにかならないかなと思います、今年
度も各会長・ゾーンチェアパーソン・ＧＬＴ・
ＦＷＴと共に会員増強維持に全力で努力いたし
ます、各クラブ会員の皆様のご指導ご鞭撻よろ
しくお願いします。

　今年度地区ＧＬＴコーディネーターを拝命い

キャビネット会計
L 半　崎　敏　裕
（室蘭東ＬＣ）

地区ＧＭＴコーディネーター
Ｌ渡　部　義　男
（苫小牧中央ＬＣ）

地区ＧＬＴコーディネーター
Ｌ後　藤　　　彰
（函館北斗ＬＣ）
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たしました函館北斗ＬＣ所属　Ｌ後藤　彰です。
前地区ＧＬＴコーディネーター　Ｌ藤井　幹久
の指導をいただき、 １ 年間勉強させていただき
ました。
　ガバナーチームと協議をし、新しいリーダー
の育成に力を注いで参る所存でございます。
　ゾーンチェアパーソン研修会（リーダーシッ
プ研修）に於いて活発な議論、Ｔ－チャートを
軸にＣＥＰ（クラブ向上プロセス）・ワーク
ショップを開催、ＧＭＴコーディネーターの協
力をいただき、諮問会議、クラブ例会に役立つ
手法をゾーンチェアパーソン（１0名）と共に研
鑽してまいります。
　３３１－Ｃ地区会員各位のご指導、ご鞭撻をよろ
しくお願い致し就任の挨拶と致します。

　この度ＦＷＴ地区コーディネーターをお引き
受けすることになりました函館グリーンＬＣ末
永玲子です。ＦＷＴ（家族及び女性チーム）は
まだ設立 １ 年目という事で私自身これから前Ｆ
ＷＴ地区コーディネーターＬ坂口亜子の助言頂
きながら勉強させていただきます。

　ヘレン・ケラーの名言に『人生がもっとも面
白くなるのは、他人のために生きている時です』
というのがあります。女性だからできる奉仕を、
家族とともに他人のためにできることを、他人
のためにと思っていることが自分の生きる喜び、
勇気となっていることをライオンズで実感して
いけたら幸せです。

　ＧＭＴコーディネーターＬ渡部義男とＧＬＴ
コーディネーターＬ後藤彰の協力得ながら、Ｃ

地区発展のために微力ながら精一杯やらせて頂
く所存ですので、会員の皆様のご支援とご協力
を宜しくお願い致します。

　この度、ゾーンチェアパーソンを拝命いたし
ました。
　先日、小樽にて、ゾーンチェアパーソン引き
継ぎ研修会に参加させていただき、今ライオン
ズクラブは激動の転換がおこなわれている事を
知らされた様な気がし、責任の重大さを痛感し
ております。
　本年の地区ガバナースローガン『未来を拓く
創造と奉仕の息吹を』のもと、地区ＧＬＴコー
ディネーター後藤彰Ｌのご指導のもと、ＩＺの
各クラブの皆様のご協力とご支援をいただき、
汗をかいていく所存でございますので、何卒宜
しくお願い申し上げます。

　この度３３１-C地区第一リジョン第二ゾーン 
ゾーンチェアパーソンを拝命致しました函館北
斗ライオンズクラブ所属L福田雄二でございま
す。
　この役を受けるにつけ身のひきしまる思いで
あり、又強い責任を感じています。
　まだまだ非力では有りますが、この大任を全
うすべく全力で努力するつもりでおります。何

ＦＷＴ地区コーディネーター
Ｌ末　永　玲　子
（函館グリーンＬＣ）

第１Ｒ第１Z
ゾーンチェアパーソン
Ｌ國　立　有　紀
（函館ＬＣ）

第１Ｒ第２Z
ゾーンチェアパーソン
Ｌ福　田　雄　二
（函館北斗ＬＣ）

役員就任ごあいさつ
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分初めての経験であり至らぬところが多々ある
こととは存じますが、一生懸命頑張りたいと思
います。今期の目標達成のため様々な問題や、
決断しなければならない事柄が出て来る事と思
いますが、ガバナーの方針の下、自分が今まで
培ってきた経験を少しでも活かしてガバナーの
補佐役として、多少なりともお役に立てればと
考えており、力の及ぶ限り全身全霊を懸けて協
力して参るつもりです。
　甚だ力不足とは思いますが、一年間宜しくお
願い申し上げます。

　今期第 ２ Ｒ第 １ Ｚのゾーンチェアパーソンを
拝命いたしました寿都ＬＣの斉藤と申します。
地区ガバナー本所光男Ｌの提唱するスローガン
「未来を拓く創造と奉仕の息吹を」各地区クラ
ブに浸透させるべく、ライオニズムの友愛と、
相互理解の理念に則り、各クラブの意見を取り
上げ、「会員の高齢化・次世代を担う若手メン
バーの入会、協会の第一目的である会員増強等、
課題は沢山ありますが、３３１－Ｃ地区の会員の絆
で繋がる楽しいライオンズクラブを目指して、
ガバナーとのパイプ役になればと思い、地区ガ
バナーや役員の方々の指導を頂きながら、足手
まといにならぬよう、 １ 年間頑張りたいと思っ
ておりますので、各クラブの温かいご理解とご
協力をよろしくお願い申し上げます。

　この度、歴史と伝統あるライオンズクラブ国
際協会３３１－Ｃ地区第 ２ Ｒ第 ２ Ｚのゾーンチェア
パーソンに、就任させて頂きました。来年１00
周年を迎えるライオンズクラブの地区キャビ
ネットの一員とさせて頂き身の引き締まる思い
です。
　良き歴史と伝統を常に引き継ぎながら、ライ
オンズクラブの新しい未来を創って往くために
手を携えて前進してゆきたいと思います。
　先輩諸兄から教えて頂いた「一生懸命しても
一年、何もしなくても一年」の言葉を胸に刻み
ライオンズクラブ発展のため、目配り、気配り、
心配りで頑張って行く所存です。
　不慣れな面で皆様にはご迷惑をおかけする場
面も多々有ろうかと思いますが、共に勉強させ
て頂くつもりで頑張りたいと思います。
　何卒、各方面の皆様のご指導、ご鞭撻を賜り
ご支援ご協力の程よろしくお願い申し上げます。

　この度、考えもしなかった室蘭キャビネット
役員に就任することになりました
　小樽キャビネット会議にオブザーバー参加、
現ＺＣとの引継ぎ、研修を重ねるに連れてＺＣ
の重責を日々強く感じています
　同時に、現役員、次年度役員が熱く議論を闘
わす「真心」を見て感動しました

第２Ｒ第１Ｚ
ゾーンチェアパーソン
Ｌ斉　藤　捷　司
（寿都ＬＣ）

第２Ｒ第２Ｚ
ゾーンチェアパーソン
Ｌ山　本　憲　治
（小樽みなとＬＣ）

第３Ｒ第１Ｚ
ゾーンチェアパーソン
Ｌ須　藤　敏　幸
（伊達ＬＣ）
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　真摯に向き合う会員に対しての責任、室蘭
キャビネット全員が背負っていることを痛感し
ました
　私の与えられた役割は １ Ｚ　 4 クラブとキャ
ビネットのパイプ役、さらに第 ３ Ｒ運営者の一
員として、国際会長、ガバナーの「１00周年記
念奉仕チャレンジ」の遂行に貢献することだと
考えています
　佐藤篤ゾーン委員をはじめ多くの仲間から友
愛を頂き、楽しい １ 年間の活動を全うすること
を念じています
　会員各位のご支援をお願いいたします

　この度、室蘭キャビネットＬ本所　光男　地
区ガバナーのもと、第 ３ Ｒ第 ２ Ｚのゾーン・チェ
アパーソンを拝命致しました、白老ＬＣ所属の
Ｌ長島　義雄と申します。
　私はライオン歴１7年目を迎え、多くの先輩の
中責任の重さを痛感しております。
　今期１00周年を迎える輝かしい歴史のあるラ
イオンズクラブの一員として、また、キャビネッ
ト役員として身が引き締まる思いでおります。
Ｌ本所　光男　地区ガバナースローガンであり
ます｛未来を拓く創造と奉仕の息吹を‼｝に基
づき、基本方針を、地区内の各クラブの会員の
皆様と共有し、そしてご理解を頂き、多くの意
見交換・交流等をより一層深めて、キャビネッ
トとの懸け橋になるように一生懸命働き、そし
て多くの人々との出会いを大切に、この一年間
ガバナーの右腕となり頑張りますので各クラブ
の皆様方のご協力を宜しくお願い致します。

　このたび第 4 Ｒ第 １ Ｚのゾーンチエアパーソ
ンを仰せつかることになりました。
　３３１－Ｃ地区の他地区の皆様に大変ご迷惑をお
かけした地区ですので、公正中立をモットーに
キャビネットと地区の架け橋として行動する所
存です。
　社会奉仕を主とするライオンズクラブの本来
の姿を行動指針として努力しますので一年間よ
ろしくお願いします。

　本格的な夏が訪れ、ライオンズクラブ国際協
会３３１－Ｃ地区の会員の皆様におかれましては、
ますますご健勝のこととお慶び申し上げます。
又、ライオンズクラブの活動に対しまして、ご
協力とご支援を賜り心より感謝申し上げます。
　今年度、第 4 リジョン第 ２ ゾーンのゾーン
チェアパーソンに就任いたしましたＬ岩島隆幸
と申します。どうぞ宜しくお願い致します。
　ライオンズクラブとの出会いは、私の父が
１96２年１２月 ８ 日に誕生した森ライオンズクラブ
のチャーターメンバーとして熱き思いを私達家
族に伝えた事から始ります。母が一生懸命父へ
の協力を惜しまず、ライオンレディとして理解
している姿を見て、ライオンズクラブに奥の深
さを感じました。１８年前、父が現役ライオンと
して亡くなり、その後を ２ 代目ライオンとして

第３Ｒ第２Z
ゾーンチェアパーソン
Ｌ長　島　義　雄
（白老ＬＣ）

第４Ｒ第１Z
ゾーンチェアパーソン
Ｌ西　﨑　康　博
（函館元町ＬＣ）

第４Ｒ第２Z
ゾーンチェアパーソン
Ｌ岩　島　隆　幸
（森ＬＣ）

役員就任ごあいさつ
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引き継ぎ早、１7年が経ちました。未熟で若輩者
でありますが、私自身の基本で有ります　笑顔
で、仲良く、楽しく奉仕するライオンズクラブ
を目指し、精進して参りたいと思います。どう
ぞ皆様、宜しくお願い申し上げます。

　この度、第 5 Ｒ・第 １ Ｚのゾーン・チェアパ
ソーンに就任しました、苫小牧ハスカップライ
オンズクラブ　L門脇　貞男です。昨年より当
クラブの会長を務め、続いてこの大任を受ける
ことになり、光栄でもあり、改めて身の引き締
まる思いでございます。私は、室蘭キャビネッ
ト　本所ガバナーと共にゾーン内各クラブとの
情報の共有、キャビネットへの意見報告など柔
軟な繋がりを大事に太い架け橋のようになり、
各クラブの活動が円滑に運営できるよう微力な
がら努めて参りたいと思っております。
　今後、様々な課題も出てくるかもしれません
が、一つ一つの協議を大切にし、各会員が快く
協力して頂ける環境を少しでも確立できるよう
努めて参ります。
　今後とも、皆様にはご指導とお鞭撻を賜りま
すよう、宜しくお願い申し上げます。

　この度ＺＣに就任するにあたり、第 5 Ｒ第 ２
Ｚの歴史とライオニズムに裏打ちされたＡＣＴ

を継続されている 5 クラブの中で自分のような
経験、知識の足りないものに何が出来るか問答
しながらのスタートです。
　すでに開催された小樽での引継ぎの会議、室
蘭での事前研修会を通じて、あらためてライオ
ンズクラブの奥の深さを知らされ、ＺＣがする
べき事の多さと責任の重さを痛感しています。
　これからの一年、キャビネットとクラブのパ
イプ役として諮問会議、クラブ訪問などを通じ
て各クラブが一歩でも前進されますよう私にで
きる限り務めて参りたいと覚悟を新たにしてい
ます。
　本年は、ライオンズクラブ誕生から１00年の
記念すべき年でもあり、皆さんと共にライオン
ズをあらためて深く考える年になれたらと思っ
ております。

　この度地区大会、国際大会、国際関係委員会
委員長に就任することになりました。
　来年の第6３回地区年次大会が、本所ガバナー
の総括の場として、またライオンズメンバーの
再会の場として、充実した大会になるよう第 ３
リジョン ８ クラブが協力してこれから １ 年間準
備を進めてまいります。
　地区内5３クラブ全てのメンバーのご協力を心
からお願い申し上げます。
　なお国際関係では今年のOSEALフオーラム
が１１月１0日から１３日まで香港で開催されます。
皆様のご参加をお願いします。更に来年は第
１00回国際大会が 6 月３0日から 7 月 4 日までラ
イオンズクラブ発祥の地シカゴで開催されます。
この記念すべき大会にも是非とも多くのメンバー
がご参加いただきますようお願いいたします。

第５Ｒ第１Z
ゾーンチェアパーソン
Ｌ門　脇　貞　男
（苫小牧ハスカップＬＣ）

第５Ｒ第２Z
ゾーンチェアパーソン
Ｌ種　部　健　一
（厚真ＬＣ）

地区大会国際大会
国際関係委員会委員長
Ｌ蒲　原　　　章
（白老ＬＣ）
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　家族会員・女性会員ライオネスクラブエクス
テンション会員増強維持委員会、随分長い名称
の委員会を仰せ付かりました。どういう委員会
にしていけば良いか私もはっきり把握しており
ませんが、今現在本所ガバナーの元３３１－Ｃ地区
のメンバーは２000名を数えているとの事、又来
年はライオンズクラブも記念すべき１00周年を
迎えます。
　女性の立場から何ができるのか、会員の絆を
更に深める為の創意工夫、それぞれの地域に於
いて地域社会の発展・向上に貢献しつつも退会
者を出さない為の取り組みや会員になる為の入
会し易いシステム作り。若い会員が活動しやす
くする為新しい考え方を取り入れ、又入会間も
ないメンバーの為のニューメンバースクール等、
基本を守りながらも時代の変化に対応し、又新
たな奉仕のあり方も考えていきたいと思います。
　キャビネット会議、年次大会と室蘭での開催
となりますがぜひともご当地グルメでおもてな
ししたいと思っております。
　今年一年よろしくお願い致します。

　私のスポンサーより「常にライオンズスピ
リッツである友愛と相互の理解が大切」と言わ
れ続け１4年、多くの出会いに喜びを感じている
一人です。１00年の節目とする輝かしい年に「未

来を拓く創造と奉仕の息吹を」スローガンに掲
げた３３１－Ｃ地区ガバナー本所丸のキャビネット
に乗り込めた事は光栄です。会則は組織の根幹
をなす極めて重要なルールで認識度合や解釈の
違いから活動に支障が出る可能性も懸念される
ところです。生意気にもＺＣ・ＲＣの経験から
早速、地区会則第１８版を一読したところです。
時代の変遷により、そぐわない事項・附則の条
項、文言、不合理な部分のチェック、出来れば
簡素化を図ろうと意気込でいますが、目下、出
る幕がなく踏襲が望ましいのではないかと思っ
ています。漸次、会則の学習と研鑽を深め乍ら
ガバナーの着想と各クラブ会員の知恵頂きキャ
ビネット運営が円滑に進むよう汗をかく所存で
す。どうぞ １ 年間宜しくお願い致します。

　本年度、本所ガバナーからＬＣＩＦ委員長を
お仰せつかりました。
　ガバナーの基本方針の柱の一つに「ＬＣＩＦ
への寄付」が掲げられており、会員一人２0ドル
の寄付とメルビン・ジョーンズ・フェロー（Ｍ
ＪＦ）１000ドルの寄付の奨励に一意専心取り組
む思いでおります。
　その確実な実現のためには、地区内各クラブ
と会員各位のご理解とご協力が欠かせません。
よろしくご支援くださいますようお願い申し上
げます。
　２0１7年にライオンズクラブ国際協会が１00周
年を迎え､ 翌年の２0１８年にライオンズクラブ国
際財団（ＬＣＩＦ）は50周年を迎えます。
　現在、財団では「ＬＣＩＦ創立50周年記念目
標」を２0１２年から２0１８年までの 6 年間を前期と
後期に分け、それぞれ献金目標を立て活動中で

家族会員・女性会員ライオネ
スクラブエクステンション
会員増強維持委員会委員長
Ｌ国　本　静　子
（室蘭東ＬＣ）

会則委員会委員長
Ｌ田　中　秀　治
（登別ＬＣ）

ＬＣＩＦ委員会委員長
Ｌ北　郷　孝　司
（伊達ＬＣ）

役員就任ごあいさつ
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あります。
　50周年をＬＣＩＦの国際人道奉仕プログラム
であります「視力・青少年・災害救護・人道支
援」をさらに充実、拡大するための特別な時と
のめぐりあわせとご理解いただき、皆さまのご
協力を重ねてお願い申し上げます。

　このたび、本所ガバナーの下、ライオンズク
エスト委員長を務めることになりました、室蘭
ライオンズクラブ所属の児玉智明でございます。
キャビネット役員は初めての経験で不安や戸惑
いもありますが、未来を担う青少年の健全育成
をテーマに開発されたライオンズクエストの普
及啓発に鋭意取り組んでゆく所存でございます。
今年度のライオンズクエストワークショップは
８ 月１6日（火）と１7日（水）の ２ 日間、グラン
ドパーク小樽を会場に開催されます。この機会
に是非、教育関係者の皆様や保護者の皆様に受
講していただき、ライオンズクエストプログラ
ムが推奨する 9 つの価値観をしっかりと身に着
け、社会の一員として自分の役割や存在意義を
見つめ直し、生きる力を高めてほしいと願って
います。そして２１世紀を生きる青少年を社会全
体で守り育てるライオンズの思いを受け止めて、
学校や家庭でライフスキルプログラムを活用し、
子どもたちに生きる力を伝えて頂きますよう祈
念しています。一年間よろしくお願い申し上げ
ます。

　今期、本所ガバナーのもと環境保全・社会福
祉委員会委員長をさせていただくことになりま
した。ガバナーの基本方針の中にある１00周年
記念奉仕チャレンジの 4 本柱の一つに「環境保
全と美化」が掲げられております。ガバナーの
思いを体現できるような取り組みとなるよう鋭
意努力してまいります。
　環境保全では、各種リサイクル事業を推進い
たします。また、美化運動については、ゴミ拾
いなどの運動を例年以上に力を入れて実施して
いただけるようお願いしてまいります。
　会員皆様のご指導ご協力をお願い申し上げ就
任の挨拶とさせていただきます。

　この度、L本所光男地区ガバナーのもと、献
血・献腎・献眼保健委員会委員長に就任致しま
した、室蘭北斗ライオンズクラブ所属L坂下泰
博です。
　前キャビネットの佐々木ガバナーをはじめと
する地区三役、地区役員、各クラブ会長はじめ
役員、そして会員の皆さま又キャビネット事務
局の皆さま本当にお疲れさまでございました。
　献血につきましては、各クラブ長年の経験、
実積があると思いますので、尚一層のご協力を
お願い申し上げますと共に献腎、献眼にはもっ
と多くの人たちに関心、ご理解を頂けるように

ライオンズクエスト委員長
Ｌ児　玉　智　明
（室蘭ＬＣ）

環境保全・社会福祉委員会
委員長
Ｌ泉　　　謙　之
（洞爺ＬＣ）

献血・献腎・献眼
保健委員会委員長
Ｌ坂　下　泰　博
（室蘭北斗ＬＣ）
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PRをと考えております。
　一年間一生懸命やらせていただきますので、
会員の皆さまの温かい御協力と御指導を頂けま
すよう宜しくお願い申し上げます。

　今期、本所ガバナーのもと、青少年キャンプ
及び交換委員会委員長という大役を仰せつかり
ました。全くの経験不足ではありますが、皆様
からのご指導ご協力を頂きながら、 １ 年間全力
で取り組んで参りますので宜しくお願い致しま
す。
　さて、青少年交換（ＹＥ）活動は、ライオン
ズクラブ国際協会の中心的なアクティビティと
なっており、１96２年に開始されて以来、国際親
善に大きく貢献しております。
　今夏も 7 月２１日から 7 月２7日にかけて「３３１
複合主催ＹＥサマーキャンプ」が深川市のネイ
パル深川で開催されます。
　台湾から ２ 名、フランス、フィンランド、イ
タリア、エストニアの各国から 4 名、合計 6 名
がキャンプに参加します。現在準備で追われて
いるところであり、今後ＹＥ生受け入れに関し
ましては、３３１－Ｃ地区の多くの皆様方のご協力
をお願いするところでございます。
　私も微力ながらキャビネットの成功と３３１－Ｃ
地区発展のために尽力して参る決意を申し上げ、
就任のご挨拶と致します。

　今期、青少年指導・薬物乱用防止委員会委員
長を拝命いたしましたＬ髙橋國夫と申します。
一昨年ゾーン委員として第 ３ リジョン ８ クラブ
を訪問させていただいて以来 １ 年ぶりのキャビ
ネットとなります。薬物乱用防止教室に関しま
しては市内の公立・私立高校で 5 回ほど講師を
務めた経験があります。今期につきましては未
実施のクラブに積極的に開催をお願いして参り
たいと思います。
　また、認定講師養成講座も是非室蘭で開催し
多数の認定講師を養成することを目標といたし
ます。
　もう一つのタイトルであります「青少年指導」
に関しましては何が出来るのかまた他の地区で
はどのようなアクトがされているのか委員会で
議論したいと考えています。その中で実践出来
る物は取り入れまた各クラブに紹介・伝達する
のが委員会の役割だと考えているところです。
　あまり力まずに一年間努めて参りたいと思い
ますので皆さん宜しくお願い致します。

　今期次世代リーダー研究委員会委員長を務め
ます伊達ＬＣのＬ豊島です。今期より前青年ア
カデミー・アラート委員会より委員会の名称が
変更となった委員会です。名称が変更となり、
方向性や趣旨等全てがまだ不透明でありますが、

青少年キャンプ及び
交換委員会委員長　
Ｌ花　輪　千代明
（白老ＬＣ）

青少年指導・薬物乱用防止
委員会委員長
Ｌ髙　橋　國　夫
（室蘭ＬＣ）

次世代リーダー研究委員会
委員長
Ｌ豊　島　信　一
（伊達ＬＣ）

役員就任ごあいさつ
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THE LIONS

次世代を担う若きリーダーの育成、クラブの垣
根を越えた会員相互の交流と教育、人材育成に
よる地区の活性化、既存のクラブ枠内ではでき
ない人脈の形成、社会勉強等を行う環境を作り、
退会の防止、指導力の育成、若手会員の「無関
心」からの脱却、組織の活性化の推進を図りた
いという目的は、以前の「青年アカデミー・ア
ラート委員会」に通じるものです。
　緊急災害時などにも過去 6 年間継続してきた
アカデミーネットでは、緊急災害時の情報収集、
支援活動の様子、各クラブの活動アクティビ
ティーを見たり、意見交換がされております。
入会歴 5 年未満の地区の会員にはアカデミー
ネットへの登録・参加を改めてお願い申し上げ
ます。
　３３１-Ｃ地区の皆様のご支援とご協力ご理解を
お願い申し上げまして就任の挨拶とさせていた
だきます。

　この度、室蘭キャビネット、Ｌ本所ガバナー
の下でＰＲ・ＩＴ委員会委員長を仰せつかりま
した室蘭東ライオンズクラブのＬ門脇宏幸で御
座います。
　昨年はＬ佐々木前ガバナーの下でＩＴ委員会
副委員長を務めさせて頂きましたが、何分入会
4 年目の私はキャビネットのこと自体今ひとつ
把握していなかった為、ほとんど何も出来ない
まま １ 年が過ぎてしまいました。今年度は委員
長を仰せつかった以上出来る限りの事をしてい
きたいと思っておりますが、まだまだ未熟者で
御座いますので、皆様の力をお借りしながら努
めて参りますので、 １ 年間どうか宜しくお願い
致します。

　今期本所ガバナーのもと、キャビネット運営
委員長を拝命した事に対して、重大な職責と不
安と事の重大さを痛感しております。
　前期は、佐々木ガバナーのもとゾーンチェア
パーソンとして １ 年間キャビネットの一員とし
て活動し、本当に貴重な体験を致しました。
　運営委員長として副委員長の皆様と共に、次
期三役研修会・年 4 回のキャビネット会議等議
事進行をスムーズに行って参りたいと思います。
　年次大会では、ホストクラブの皆様のご協力
のなか、ガバナーエレクト入場を何とか成功の
もと終えることが出来本当に有難うございまし
た。
　今期ガバナースローガンであります「未来を
拓く創造と奉仕の息吹を」モットーにキャビ
ネット役員・地区皆様方のご協力を賜りながら
キャビネット運営に努める所存で御座いますの
で １ 年間宜しくお願い申し上げ就任の挨拶と致
します。

ＰＲ・ＩＴ委員会委員長
L 門　脇　宏　幸
（室蘭東ＬＣ）

キャビネット運営委員長　
Ｌ髙　橋　伸　介
（室蘭東ＬＣ）
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第１Ｚ
ゾーンチェアパーソン
L 國立　有紀

函館

ゾーン委員
L 福田　正樹

函館

第２Ｚ
ゾーンチェアパーソン
L 福田　雄二

函館北斗

ゾーン委員
L 齋藤　尚仁

函館北斗

第１Ｚ
ゾーンチェアパーソン
L 斉藤　捷司

寿都

ゾーン委員
L 藤田　信幸

寿都

第２Ｚ
ゾーンチェアパーソン
L 山本　憲治

小樽みなと

ゾーン委員
L 山城栄太郎

小樽みなと

第１Ｚ
ゾーンチェアパーソン
L 須藤　敏幸

伊達

ゾーン委員
L 佐藤　　篤

伊達

第２Ｚ
ゾーンチェアパーソン
L 長島　義雄

白老

ゾーン委員
L 平野　　満
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第１Ｚ
ゾーンチェアパーソン
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函館元町
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第２Ｚ
ゾーンチェアパーソン
L 岩島　隆幸

森

ゾーン委員
 　　　　　

　　

第１Ｚ
ゾーンチェアパーソン
L 門脇　貞男
苫小牧ハスカップ

ゾーン委員
L 周佐　和憲
苫小牧ハスカップ

第２Ｚ
ゾーンチェアパーソン
L 種部　健一

厚真

ゾーン委員
L 吉岡　茂樹

厚真

キャビネット幹事

L 藤井　幹久
室蘭東

キャビネット会計

L 半崎　敏裕
室蘭東

1Ｒ 2Ｒ 3Ｒ 4Ｒ 5Ｒ

ガバナースローガン

第２副地区ガバナー
長期計画リサーチ委員会副委員長

L 石丸　保志
苫小牧ハスカップ

国際協会100周年記念
地区コーディネーター

Ｌ 坂本　誠一
余市

地区GMTコーディネーター
長期計画リサーチ委員会委員

Ｌ 渡部　義男
苫小牧中央

地区GLTコーディネーター
長期計画リサーチ委員会委員

L 後藤　　彰
函館北斗

地区FWTコーディネーター

Ｌ 末永　玲子
函館グリーン

地
区
名
誉
顧
問

★地区名誉顧問会議長
　L　佐々木忠康　（小樽）

★地区名誉顧問
　L　松浦　則雄　（函館北斗）
　L　中嶋　　辛　（室蘭北斗）
　L　髙橋　和雄　（苫小牧）
　L　奥山　幸一　（函館みなと）
　L　茂尾　　実　（黒松内）
　L　後藤　　忍　（函館グリーン）
　L　小玉　　誠　（苫小牧白鳥）
　L　壽淺　弘幸　（伊達）
　L　田中　　稔　（苫小牧中央）
　L　荒川　隆志　（室蘭東）
　L　小野　善男　（函館中央）

長
期
計
画
リ
サ
ー
チ
委
員
会

★長期計画リサーチ委員長
　L　松浦　則雄　（函館北斗）

★長期計画リサーチ副委員長
　L　佐々木忠康　（小樽）
　L　石丸　保志　（苫小牧ハスカップ）

★長期計画リサーチ委員
　L　中嶋　　辛　（室蘭北斗）
　L　髙橋　和雄　（苫小牧）
　L　奥山　幸一　（函館みなと）
　L　茂尾　　実　（黒松内）
　L　渡部　義男　（苫小牧中央）
　L　後藤　　彰　（函館北斗）
　L　増田　通彦　（小樽）

ク
ラ
ブ
支
部

第１Ｒ第２Ｚ
木古内・知内ＬＣ
　若獅子会
　会長　Ｌ　橋本　賢二
第２Ｒ第１Ｚ
黒松内
　わかぶな
　会長　Ｌ　藤本　貴之

第１副地区ガバナー
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未来を拓く
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Ｌ 佐々木忠康
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委
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会
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委
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委

員
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委
員
会
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委
員
会
委
員
長
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老L 蒲

原
　
　
章

地
区
大
会・国
際
大
会

国
際
関
係
委
員
会
委
員
長

第１Ｚ
ゾーンチェアパーソン
L 國立　有紀

函館

ゾーン委員
L 福田　正樹

函館

第２Ｚ
ゾーンチェアパーソン
L 福田　雄二

函館北斗

ゾーン委員
L 齋藤　尚仁

函館北斗

第１Ｚ
ゾーンチェアパーソン
L 斉藤　捷司

寿都

ゾーン委員
L 藤田　信幸

寿都

第２Ｚ
ゾーンチェアパーソン
L 山本　憲治

小樽みなと

ゾーン委員
L 山城栄太郎

小樽みなと

第１Ｚ
ゾーンチェアパーソン
L 須藤　敏幸

伊達

ゾーン委員
L 佐藤　　篤

伊達

第２Ｚ
ゾーンチェアパーソン
L 長島　義雄

白老

ゾーン委員
L 平野　　満

白老

第１Ｚ
ゾーンチェアパーソン
L 西﨑　康博

函館元町

ゾーン委員
L 松本　　衛

函館元町

第２Ｚ
ゾーンチェアパーソン
L 岩島　隆幸

森

ゾーン委員
 　　　　　

　　

第１Ｚ
ゾーンチェアパーソン
L 門脇　貞男
苫小牧ハスカップ

ゾーン委員
L 周佐　和憲
苫小牧ハスカップ

第２Ｚ
ゾーンチェアパーソン
L 種部　健一

厚真

ゾーン委員
L 吉岡　茂樹

厚真

キャビネット幹事

L 藤井　幹久
室蘭東

キャビネット会計

L 半崎　敏裕
室蘭東

1Ｒ 2Ｒ 3Ｒ 4Ｒ 5Ｒ

ガバナースローガン

第２副地区ガバナー
長期計画リサーチ委員会副委員長

L 石丸　保志
苫小牧ハスカップ

国際協会100周年記念
地区コーディネーター

Ｌ 坂本　誠一
余市

地区GMTコーディネーター
長期計画リサーチ委員会委員

Ｌ 渡部　義男
苫小牧中央

地区GLTコーディネーター
長期計画リサーチ委員会委員

L 後藤　　彰
函館北斗

地区FWTコーディネーター

Ｌ 末永　玲子
函館グリーン

地
区
名
誉
顧
問

★地区名誉顧問会議長
　L　佐々木忠康　（小樽）

★地区名誉顧問
　L　松浦　則雄　（函館北斗）
　L　中嶋　　辛　（室蘭北斗）
　L　髙橋　和雄　（苫小牧）
　L　奥山　幸一　（函館みなと）
　L　茂尾　　実　（黒松内）
　L　後藤　　忍　（函館グリーン）
　L　小玉　　誠　（苫小牧白鳥）
　L　壽淺　弘幸　（伊達）
　L　田中　　稔　（苫小牧中央）
　L　荒川　隆志　（室蘭東）
　L　小野　善男　（函館中央）

長
期
計
画
リ
サ
ー
チ
委
員
会

★長期計画リサーチ委員長
　L　松浦　則雄　（函館北斗）

★長期計画リサーチ副委員長
　L　佐々木忠康　（小樽）
　L　石丸　保志　（苫小牧ハスカップ）

★長期計画リサーチ委員
　L　中嶋　　辛　（室蘭北斗）
　L　髙橋　和雄　（苫小牧）
　L　奥山　幸一　（函館みなと）
　L　茂尾　　実　（黒松内）
　L　渡部　義男　（苫小牧中央）
　L　後藤　　彰　（函館北斗）
　L　増田　通彦　（小樽）

ク
ラ
ブ
支
部

第１Ｒ第２Ｚ
木古内・知内ＬＣ
　若獅子会
　会長　Ｌ　橋本　賢二
第２Ｒ第１Ｚ
黒松内
　わかぶな
　会長　Ｌ　藤本　貴之
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　２0１6年 7 月 ２ 日（土）１２：00～１5：00蓬崍殿〔室蘭市〕において、第 １ 回ＧＬＴ研修会を開催致し
ました。地区ＧＬＴコーディネーターより開催宣言及び出席者紹介及び本日のスケジュール説明を行
いスタートした。
　初めに地区ガバナーＬ本所光男よりご挨拶をいただき、ガバナー方針〔１00周年記念奉仕チャレンジ・
会員維持増強・ＬＣＩＦ（ １ 人２0ドル・ＭＪＦ）〕献金等説明。
　ＧＬＴ報告はクラブ運営管理について・ ・ ・クラブ訪問等 7 項目の基本質問事項の説明、クラブ
健康診断レポートを基にクラブ内容を把握し、クラブ役員とのコミュニケーションを図る様説明。
　第 １ Ｒ第 １ Ｚ～第 5 Ｒ第 ２ Ｚゾーンチェアパーソンより、ゾーンチェアパーソン活動報告・活動方
針の発表。
　ＧＭＴ地区コーディネーターＬ渡部義男より前年度の会員動
向・今期の活動方針及び抱負を発表。
　ＦＷＴ地区コーディネーターＬ末永玲子より今期の活動方針及
び抱負を発表。
　Ｔチャート研修・ ・ ・ 今回のＴチャート研修は初歩的な研修

を行い、タイトルは家族会員のメリット、
デメリットと題し行い、各クラブで実
施するよう要望された。

　今期ＭＤＧＭＴコーディネーターＬ松浦則雄より、ＭＤＧＭＴ・
ＭＤＧＬＴ・ＭＤＦＷＴコーディネーターと各地区ＧＭＴ・ＧＬ
Ｔ・ＦＷＴコーディネーター合同打合会議開催予定の発表あり。
　最後に第 ２ 副地区ガバナーＬ石丸保志より総評をいただき終了
しました。
　次回開催日は 9 月２4日（土）室蘭にて開催予定

キャビネット研修会◦第１回ＧＬＴ・ＺＣ・Ｚ委員研修会報告書

　次年度へ向けて次期三役研修会が総勢２0３名の参加で開催されました。
　次期ゾーンチェアパーソン・ゾーン委員、次期地区委員長・副委員長、次期クラブ会長・幹事、次
期クラブ会計・事務局員が一同に会し、出席者紹介、地区ガバナーエレクト挨拶、・スローガン・基
本方針発表と説明の後、ライオンズクラブ国際協会元国際理事　後藤　隆一Ｌによるライオンズの「地
区の課題・クラブの課題」の講演がなされました。
　各分科会の後、再開全体会議が開かれ無事研修会が終了致しました。
　その後、会場を移動して懇親会を開き、次期への気持ちを新たにし、交流の場となり、有意義な １
日となりました。

2016～2017 キャビネット研修会

2016年度第１回ＧＬＴ・ＺＣ・Ｚ委員研修会報告書

▪日時　２０１６年６月１０日（金）　１4：００～１7：００　　▪場所　中嶋神社　蓬崍殿

地区ＧＬＴコーディネーター　Ｌ後　藤　　　彰
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THE LIONS第１回キャビネット会議開催

　本年度、第 １ 回となるキャビネット会議が地区役員、キャビネット構成員合わせて74名の出席のも
と開催されました。
　冒頭、地区ガバナーＬ本所　光男より挨拶と基本方針説明があり、その後審議へと入りました。

　　審議事項　議長　Ｌ本所　光男ガバナー

①ガバナー選任について   ［原案通り承認］
②キャビネット幹事・会計選任について ［原案通り承認］
③キャビネット幹事・会計の担保について ［原案通り承認］
④地区会計監査の委嘱について  ［原案通り承認］
⑤キャビネット予算（案）について  ※修正Ｐ.20ゾーン経費の適用5,000→50,000
      ［原案通り承認］
⑥今年度キャビネット拠出金について ［原案通り承認］
⑦今年度取引銀行・事務局について  ［原案通り承認］
⑧キャビネット旅費規程（案）について ［原案通り承認］
⑨キャビネット慶弔規定（案）について ［原案通り承認］
⑩地区ガバナー公式訪問日程について ［原案通り承認］
⑪ガバナー提出議案について   ［原案通り承認］
⑫クラブ提出議案について   ［提出議案なし］
⑬その他     ［特になし］

　以上、審議承認されました。その後ＧＭＴ・ＧＬＴ・ＦＷＴ・ゾーンチェアパーソン・各委員長の
活動方針説明がなされました。
　閉会後、和やかな懇親会があり、無事に １ 日の予定を終了致しました。

第１回キャビネット会議開催
▪日時　２０１６年7月１６日（土）　１4：００～１7：００　　▪場所　中嶋神社　蓬崍殿
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ガバナー公式訪問日程予定表

331-C地区内クラブ周年行事予定表
クラブ名 CN 開催月日 曜日 開　催　場　所

函館LC ６０周年 2０1６年9月25日 （日） ホテル函館ロイヤル
〒０4０-００43　函館市大森町1６-9（０138）2６-8181

伊達LC 55周年 2０1６年1０月1６日 （日） ホテルローヤル
〒０52-００21　伊達市末永町33-3（０142）23-4888

函館北斗LC 55周年 2０1６年1０月15日 （土） 函館五島軒本店
〒０4０-００53　函館市末広町4-5（０138）23-11０６

江差LC 55周年 2０17年5月27日 ホテルニューえさし
〒０43-００53　檜山郡江差町新地町（０139）52-3311

新冠LC 45周年 未　定 未　定

R Z 訪問日 曜日 役員打ち
合わせ 公式訪問 当番クラブ 開催場所 参加クラブ

1
1

2
7月22日 （金）

1６:００
～
18:００

18:００
～
2０:００

函館巴
函館五島軒本店
（０138）23-11０６
函館市末広町4-5

函館、函館北斗、函館巴、
函館すずらん、函館ＬＳＣ

4 2 7月23日 （土）
1６:００
～
18:００

18:００
～
2０:００

鹿部
鹿部ロイヤルホテル
（０1372）7-32０1

茅部郡鹿部町字本別53０-127
八雲、森、鹿部、砂原

1
1

2
7月29日 （金）

1６:００
～
18:００

18:００
～
2０:００

松前
矢野旅館

（０139）42-2525
松前郡松前町福山123

木古内知内、松前、福島

4
1

2
7月3０日 （土）

1６:００
～
18:００

18:００
～
2０:００

函館みなと
函館国際ホテル
（０138）23-６1６1
函館市大手町5-1０

函館東、函館中央、函館海峡、
上磯、函館グリーン、函館元町、
函館臥牛、函館みなと

5
1

2
8月3日 （水）

1６:００
～
18:００

18:００
～
2０:００

苫小牧
ハスカップ

グランドホテルニュー王子
（０144）31-3111
苫小牧市表町4-3-1

苫小牧、苫小牧ハスカップ、
苫小牧白鳥、苫小牧中央、
苫小牧LSC

2
1

2
8月19日 （金）

1６:００
～
18:００

18:００
～
2０:００

余市
ニッカウヰスキー会館
（０135）23-4６11

余市郡余市町黒川町7丁目133
余市、倶知安、ニセコ、岩内、
寿都、黒松内

2
1

2
8月2０日 （土）

1６:００
～
18:００

18:００
～
2０:００

小樽中央
ニュー三幸

（０134）33-35００
小樽市稲穂町1-3-６

小樽、小樽中央、小樽みなと、
小樽グリーン、小樽うしお

5
1

2
8月2６日 （金）

1６:００
～
18:００

18:００
～
2０:００

新冠
本町多目的交流センター
（０14６）47-2421
新冠郡新冠町本町44

鵡川、安平、厚真、静内、門別、
新冠

3
1

2
8月27日 （土）

1６:００
～
18:００

18:００
～
2０:００

洞爺
洞爺湖万世閣

（０142）73-35００
洞爺湖町温泉21

室蘭、登別、白老、室蘭北斗、
登別中央、洞爺、室蘭東、伊達

1
1

2
9月3日 （土）

1６:００
～
18:００

18:００
～
2０:００

江差
ホテルニューえさし
檜山郡江差町新地町
（０139）52-3311

江差、奥尻、北檜山

ガバナー公式訪問日程予定表・33１-C地区内クラブ周年行事予定表
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THE LIONS

　

　今年の夏は、暑かったというよりは蒸し暑かった様な・・・・。
　雨・風・台風、自然の脅威にさらされ室蘭でも被害がありましたが、ライオンズの皆様は
いかがお過ごしでしょうか。
　さて、室蘭キャビネットではこの度、エコー誌第 1 号を発行する運びとなりました。
　各クラブの皆様方には原稿の依頼等、今後もご協力をお願いする事があるかと思いますが
ＰＲ委員会メンバー全力で頑張っていきたいと思いますのでよろしくお願いいたします。

　小樽キャビネットから引き継ぎこの度、室蘭キャビネット事務局員として活躍？している荒木　眞理・
山岸　玲歌です。
　多くの方々のご協力・ご指導をいただきながら日々奮闘しているところです。
　円滑な事務局運営ができるように努力してまいりますので、一年間よろしくお願いします。

室蘭キャビネット事務局員紹介

ECHO誌発行の予定

❖ 編 集 後 記 ❖

2016年  9月 ……… Vol.１

2016年10月 ……… Vol.２

2016年12月 ……… Vol.３

201７年  2月 ……… Vol.４

201７年  3月 ……… Vol.５

201７年  5月 ……… Vol.６

201７年  ７月 ……… Vol.７



エコーVol.1
THE LIONS

エコーVol.1
THE LIONS

LIONS CLUBS INTERNATIONAL DISTRICT 331-C 2016-2017 JAPAN

2016～2017年度国際会長テーマ

「次なる山を目指して」

『未来を拓く創造と奉仕の息吹を』

ライオンズクラブ国際協会331-Ｃ地区

室蘭キャビネット事務局
〒050-0083 室蘭市東町 3 丁目 1 番 21 号
TEL （0143）83-6531　FAX （0143）83-6533
E-mail：m-cab.331-c@yellow.plala.or.jp

ライオンズクラブ国際協会　331-C 地区会報

331-Ｃ地区ガバナースローガン

日本七大工場夜景の１つである室蘭工場夜景。
北海道を代表する重化学工業・港湾都市であり、雄大な自然の景勝地が数多
く存在する室蘭。港の周囲には鉄鋼業をはじめとする大きな工場が林立し「も
のづくりのまち」ならではの夜景を織りなしています。
白鳥大橋は平成 20 年 11 月に日本夜景遺産に認定されました。

室蘭夜景（鍋島山からの夜景）

イタンキ浜


